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午後１時５５分 開会 

○国頭分科会長 ただいまから予算決算委員会都市経済分科会を開会いたします。 

 本日は、先ほどの本会議で予算決算委員会に付託された議案のうち、当分科会の審査担

当とされました議案１件について審査をいたします。 

 議案第９８号、令和３年度米子市一般会計補正予算（補正第８回）のうち、経済部所管

部分を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 頼田商工課長。 

○頼田商工課長 議案第９８号、令和３年度米子市一般会計補正予算のうち、経済部所管

分について一括して御説明させていただきます。歳出予算の事業の概要を御用意ください。 

 まず、１ページ目の下段、角盤町商店街機能活性化事業でございます。これは、角盤町

商店街の空き店舗を地域特産品を取り扱う物産館や情報発信のできるスタジオに改装し、
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お客様の回遊性を高めるとともに、商店街の各店舗や商品の情報をお伝えすることで、商

店街全体に人の流れをつくり、活性化につなげる取組に対し助成を行うものでございます。 

 本事業は、経済産業省の補助採択を受けて実施するもので、資料では補助対象経費が１

億２,０００万というふうに読み取れますけれども、事業総額が約１億２,０００万でござ

いまして、補助対象経費は８,０００万を見込んでおるところでございます。このうち、本

市は補助対象経費の４分の３、６,０００万円を上限として助成することとしており、国は

市の補助額の３分の２、４,０００万円を上限として間接補助を行うものでございます。９

月の２４日に当該事業は国の採択を受けたことに伴い、このたび予算案を上程するもので

ございます。 

 続いて、めくっていただき、２ページ目上段、事業継続応援特別支援金事業でございま

す。これは、新型コロナウイルス感染症の影響を今なお受けていらっしゃる事業者を支援

するものでございまして、要件としてコロナ前である一昨年の７月から９月の任意の１か

月間の売上げを基準として、昨年及び今年の同月売上げがいずれも５０％以上減少した事

業者としております。対象業種は、このたびの時短要請や外出自粛要請の影響を大きく受

けた対面を基本といたします小売業、サービス業、飲食業のほか、こうした事業者と取引

のある納入事業者を想定しておりまして、財源は国の新型コロナウイルス感染症対策地方

創生臨時交付金と、県のコロナ禍緊急交付金を充当することとしております。 

 次に、同ページ下段、米子に泊まろう！宿泊応援キャンペーン事業でございます。これ

は、新型コロナウイルス感染症の影響により宿泊客数の減少が続く中で割引キャンペーン

を継続的に実施し、宿泊客数の回復を図るために予算を増額補正し、対応するものでござ

います。なお、予算の活用方法及びキャンペーンの概要については、お手元に配付してい

る資料のとおりでございます。説明は以上です。 

○国頭分科会長 当局の説明が終わりました。 

 委員の皆様の質疑、御意見をお願いいたします。 

 田村委員。 

○田村委員 まず、角盤町商店街機能活性化事業なんですけれども、Ｔカードリーダーを

商店街各店舗に設置しとなってます。この設置する範囲っていうのはちょっとよく分から

ないんですが、髙島屋を中心としたらどの辺りまでという感じなんでしょうか。 

○国頭分科会長 頼田課長。 

○頼田商工課長 今、角盤町商店街の各個店の数が大体３８店舗ございます。カードリー

ダーを設置しますのは、その角盤町商店街に加入をしておられるところの個店の３８店舗

というのを想定しておるところでございます。 

○国頭分科会長 田村委員。 

○田村委員 すみません、その３８店舗がどういう分布になってるのかっていうのを聞い

たんですけれども。 

○国頭分科会長 頼田課長。 

○頼田商工課長 髙島屋を中心といたしまして、ベニヤ模型店からさんぽう辺りですよね、

あの辺りからずっとえるもーる１番街の商店街の中、ああいったところが角盤町の商店街

になろうかというふうに思っております。 

○国頭分科会長 田村委員。 



－3－ 

○田村委員 Ｔカードリーダーとなってます。このＴカードから、どういうイメージなん

でしょうか、このカードを差し込むような、そういったリーダーのイメージでよろしかっ

たんでしょうか。 

○国頭分科会長 頼田課長。 

○頼田商工課長 今のところ、そういったようなところを想定をしておりますけれども。 

○国頭分科会長 田村委員。 

○田村委員 今、ＴカードっていうのはモバイルＴカードにどんどん移行してまして、も

うそういう接触型ではないものになってます。実際そのＴカードを持っておられる層が何

割ぐらいいらっしゃるのか。何かこれ見てると、この３８店舗を利用される方全てがこの

Ｔカードを所持してるというようなイメージを持つんですが、そういった今もうモバイル

派に移行しつつある中で、これが実際どういう効果で、どういう情報が集められて、それ

がフィードバックできるのかっていうのを、ちょっと甚だ疑問というか、そういう疑問を

持ってます。どうでしょうか。 

○国頭分科会長 頼田課長。 

○頼田商工課長 委員おっしゃいますように、Ｔカードについてはそういったカード式の

ものと、それからモバイルのものと両方あろうかと思います。今、この提案を事業者と含

めて提案をする中では、米子市内の市民の方々の約半数はＴカードを所持していらっしゃ

るという前提がございまして、そこのところからそういったビッグデータの活用をしてい

きたいというところでございます。 

○国頭分科会長 田村委員。 

○田村委員 すみません、分かりましたというか、分かったことにします。 

 あともう一つ気になるのが、テレビショッピングのスタジオ整備ってなってます。この

テレビショッピングっていうのは、例えば有名どころの佐世保の大手のところだったりと

か、夢グループさんだったりとかいろいろあると思うんです。ああいうイメージで、テレ

ビ番組に枠を取って米子の中心の商店街の商品を、例えば全国だったり、そういうものに

知らしめる、そういうイメージなんでしょうか。 

○国頭分科会長 頼田課長。 

○頼田商工課長 今のところの提案書の中のイメージですけれども、今おっしゃいますよ

うに佐世保の全国的なテレビショッピングのようなところをイメージしております。テレ

ビですけれども、今考えておりますのが、地元のケーブルテレビのところにそういった番

組の枠を取ってやっていきたいというところでございます。 

○田村委員 分かりました。 

○国頭分科会長 よろしいですか。 

 渡辺委員。 

○渡辺委員 確認で、米子に泊まろう！の資料をもらってますよね。それで、これが今回

の５,０００万の補正は、１２月１９日以降に弾力的に使用すると書いてあって、また必要

に応じて９月２２日から実施している今回のキャンペーンにも使用しますというアンダー

ラインがあって、支援総額は５,６７０万ですから、多分今、最初のあれが６７０万残って

る、５,０００万補正すると５,６７０万という額になるという意味なんでしょうか。ちょ

っとこの辺を教えてください。 
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○国頭分科会長 石田観光課長。 

○石田観光課長 御質問でございますが、資料の作りたてがちょっと分かりにくくて申し

訳ございませんでした。現行、今予算を頂戴している宿泊助成の金額が５,６７０万でござ

います。今回補正で要求させていただいたのが別途５,０００万ということでございます。 

○国頭分科会長 渡辺委員。 

○渡辺委員 ということは、この別紙は以前の補正前の額が記載されてるということで、

これに別途５,０００万なんでということですね。そうすると、必要に応じてキャンペーン

にもって、ここら辺の解釈っていうのはどうなんでしょうか。 

○国頭分科会長 石田課長。 

○石田観光課長 すみません、分かりにくくて申し訳ございませんでした。こちらの部分

でございますが、１２月１８日まで第４弾のキャンペーンを実施する予定にしてございま

すが、この５,６７０万円の予算を管理しながら宿泊助成のお申込みを頂戴するんですけれ

ども、締切りをした場合に駆け込み需要等がございますので、そういったところでストッ

プをするということがちょっとかなり難しいものですので、そういったところで多少なり

でもキャンペーンに御参加いただけるような方の部分については、今回の補正分を使わせ

ていただければというふうに考えておるところでございます。以上です。 

○国頭分科会長 渡辺委員。 

○渡辺委員 この５,６７０万の残りがある上に、一財で５,０００万するっていうのは、

よっぽど米子市の宿泊業者さんとかが大変な部分っていうのは把握されてて補正にかけら

れるということなんでしょうね。 

○国頭分科会長 石田課長。 

○石田観光課長 今現在の宿泊事業者さんの宿泊数でございますけれども、当然コロナの

影響を受けた去年より回復傾向にある部分はございますけれども、それは駅前のホテルの

方のほうが大体前年並みというような数字が動いておりますが、皆生の旅館さんにつきま

しては８月から前年度を下回る数字になっておりまして、１０月、１１月の予約数につい

ても、ヒアリング等の結果、昨年よりも少なかったということを伺いましたので、そうい

った中で今回のキャンペーンにつきまして増額の要求をさせていただいておるということ

でございます。以上です。 

○国頭分科会長 よろしいですか。ほかにありませんか。 

 遠藤委員。 

○遠藤委員 １ページのところで、予算説明書の、田村委員が今質問されたところをちょ

っともう一遍把握させてもらいたいと思うんだけども、イメージというようなものを作っ

て、我々に配って、事業の概略的なイメージ、スキームみたいなもの、そういうものを配

って説明してもらうようなことは取れんもんかな。これだけ見とると、どげな実態になる

のかさっぱり我々のちょっと年代の高い者は読みにくいだけどな。これ作ってもらえんか

な。 

○国頭分科会長 頼田課長。 

○頼田商工課長 字面だけを見ていても、なかなかその事業の全体というものが分かりに

くいと思いますので、そういったイメージ図のようなものも含めた附属資料というものを

作成して、皆様のほうにお配りしたいというふうに考えております。 
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○国頭分科会長 遠藤委員。 

○遠藤委員 そうしてもらうと、このＴカードというのを市民が半数持ってるって言われ

るけど、このＴカードという意味が私自身も分かりにくいだ、これが、正直なところ。そ

ういう一つ一つ、片仮名僕は分かりにくい年代なので、そういうことも含めてどういうも

のかということを示してもらいたいと思っておるし、それと、この補助金が８,０００万が

補助事業対象費だと。その２分の１を上回っておる６,０００万円ということで、上限が定

めてあるということになっておるんですけども、４分の３という、補助対象経費の４分の

３というのは何を根拠に４分の３が定められたんですか、これ。 

○国頭分科会長 頼田課長。 

○頼田商工課長 こちらのほうは経済産業省のこの地域商業機能複合化推進事業費補助

金というのの要綱の中に、国のほうは地方自治体が支援をする３分の２、４,０００万円を

上限としてすると。それは間接補助になりますので、直接補助事業者については対象経費

の４分の３を上限として補助することというふうにうたってございます。 

○国頭分科会長 遠藤委員。 

○遠藤委員 確認しますけど、つまり４分の３の市の補助の額と、国からの３分の２の市

の補助額の３分の２というのは、国が定めている額ということですか、これは。 

○国頭分科会長 頼田課長。 

○頼田商工課長 補助割合についてはそのとおりでございます。 

○国頭分科会長 遠藤委員。 

○遠藤委員 それでもう一つ、この裏面の２ページのところで、前からも実は申し上げて

おるんですが、この事業そのものについての意見を言うわけじゃないけども、実際に営業

が閉ざされた店、閉ざしたというかやめた店、あるいは休店してる店というのは、そうい

う状況というのは把握をしていただいているわけですかね。 

○国頭分科会長 頼田課長。 

○頼田商工課長 確かに休業されていらっしゃる、あるいは事業自体を廃止していらっし

ゃるというところにつきましては、我々もいろんなお店の方々の意見を伺う中で、お店は

どうなってますかという、町を歩いて、その現場を見ながら、あそこの店はもう閉められ

ましたかというようなヒアリングということでの実態把握ということはさせていただいて

るところでございます。 

○国頭分科会長 遠藤委員。 

○遠藤委員 その数字がある程度業態別に分かるようになってるんですか。 

○国頭分科会長 頼田課長。 

○頼田商工課長 今のところ、そういった数字の把握の仕方というのは確立をしておりま

せんので、ちょっと今把握をしていないというのが現状でございます。 

○国頭分科会長 遠藤委員。 

○遠藤委員 これは前にもたしか中田委員と一緒じゃなかったかいな、委員会としてもそ

ういう資料の提出を求めておくんで用意してもらいたいと、そういう事務方をしてもらい

たいということを言ったと思うんだけどな。それは、手元にはないわけですな、もう一度

確認しますが。 

○国頭分科会長 頼田課長。 
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○頼田商工課長 申し訳ございません。今、手元には準備をしておりません。 

○国頭分科会長 遠藤委員。 

○遠藤委員 私は、やっぱり税金、国からの財源だからあんばいでいいじゃないかという

ことには私はならんと思うんですよね。やっぱり財源、国の税金を使う、市民の税金です

から、それがどういうふうに使われて、どういう効果が現れてるかということは常に検証

しなきゃならない、それは我々自身が仕事でもありますし、皆さんも一緒だと思うんです

よね。そういう意味のデータとして、そういう実態が把握されていないということについ

ては、これは少し検討されていただきたいと思うんですよ。だけん、そうしないと、これ

はなかなか問題になると私は思ってるんですよ。 

 そこで何が言いたいかというと、つまりやめられた店があったり休業された店があった

りすると、そこからの雇用者というのが出てると思うんですね。解雇された結果になる、

結果的にね。その数がどうなっとって、その皆さん方への救済はどうなっていくのかと。

こういう問題も一つ浮かび上がってくるんじゃないかと思って、これ前もって、前からも

言っとったけど、非正規雇用者の皆さん方の失業した実態への補償、こういうもんも必要

じゃないかって前から指摘を私はしとったけども、今申し上げたのは、そういう営業の実

態がなくなったり閉店をしたり休業したりということになってるが、そこからの失業者っ

ていうのが出てくるはずなんで、そういう皆さん方の救済というのも一方では検討する対

象になるんじゃないかというのが僕の考えなんですけども、そういう点についてはどうい

うふうな認識なんですか。 

○国頭分科会長 杉村経済部長。 

○杉村経済部長 前の委員会のほうでも、遠藤委員さんのほうからもありまして、雇用の

関係については私どもも非常に気にしておるところでございます。実際に有効求人倍率と

か、そういったところはハローワーク米子さんであったり、県立ハローワークがある程度

具体な数字というのは持っていらっしゃいまして、我々もそういったハローワークさんな

りから情報はいただいて、現況の把握はしておるところでございます。 

 御質問にありましたような、例えば廃業とか倒産、倒産というのは数字が出てくるんで

すけど、自主廃業されてるような場合についてはなかなか、例えば飲食業でも店がずっと

閉まっとるけど、実際に廃業されたものなのか休業されたものなのか、そういったことも

ありますし、今雇用調整助成金も出ておりまして、ある程度お店を休まれても、その雇用

者に対して一定の給付はあるというような状況もございます。何らかの形でこれまで行っ

たいろんな支援金、市の支援金については事業継続が前提ですので、例えば長期に休業さ

れたり廃業されたところは対象になってないというところでございますので、昨年度から

やっております給付金の支払った事業者については、事業は継続されているという前提で

支給をしております。なかなか全部の事業所さんを実際どういう状況にあるかっていうの

を１軒ずつ拾い上げていくっていうのは非常に難しいところではありますが、私どもがや

っておりますそういった支援事業の中で、あるいは飲食業あたりの業界団体の方から情報

をいただくなりして、そういった動向というものはつかんでいきたいと。あるいは、常日

頃からこういった事業をやる際には、状況もお聞きしているというところで、実際、市内

の店舗、事業所の状況はどういうことかということは、そういった団体さんなりから情報

もいただいて、１店舗１店舗の数を積み上げていくというのは非常に難しいんですが、動
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向を把握することは努めております。 

○国頭分科会長 遠藤委員。 

○遠藤委員 商工会議所の会員さんというものの動向を聞くと、細かい事業者の皆さん方

を含めて、大体休業されたり、廃止されたり、倒産されてるのは把握できるんじゃないで

しょうかね。そういうことも含めて考えたときには、把握できないじゃなくして、そうい

うところに視点を持ってきて、救済の対策を練るよということを考えていけば、事実関係

は出来上がっていくんじゃないですか、積み上げていけば。問題はそれをやる意思がある

かないかという問題だと思うんですよ。 

 僕はなぜこれを言うかというと、雇用給付金の場合は必ずしも１００％これに該当する

人おられない方もいらっしゃるんですよ。だから、例えばタクシーなんかでも、今回も５

万円の補助が出たでしょ、１台当たりね。そういうことも考えれば、至るところにコロナ

禍のそういう被害というか救済を求める想定はたくさんあると思うんですよ。そうすると、

今言ったところの商工会議所あたりのところで把握をしてる中で、倒産や休業した中で失

業者どれだけ出ておられるかっていうことを考えて判断すれば、それを例えば公募でそう

いう給付しますからどうぞ申し出てくださいということをやれば、全部が全部網羅できな

くても、市の姿勢としてそれが市民の方に受け入れられるんじゃないかと私は思っている

んですよ。だけん、それもしないんだということは、少し市民全体に対する救済政策とし

て妥当なのかどうなのかというのは、私は実はずっと思っているんですよ。だからこそ、

そういうことをお聞きしてるんですが、どうなんですか。 

○国頭分科会長 杉村部長。 

○杉村経済部長 私の答弁のほうが少し足りなかったようでございますが、商工会議所、

商工会さんはもちろんお聞きしております。ただ、実際の具体的な店舗名、事業所名まで

は、そこまでリサーチしていないと思いますので、委員さんのほうから御提案がありまし

たので、今後、商工会議所さんにお問合せをした場合に、実際どういう事業者さんがおら

れるのか教えていただければ把握していきたいというふうに思っております。 

○国頭分科会長 遠藤委員。 

○遠藤委員 ぜひそういう立場の皆さん方に対する救済策についても検討を求めておき

たいと、こういうふうに思います。 

 それでもう一つ、委員長、求めたいのは、皆さん方も多分十分把握しておられると思う

んだけども、商店名、企業名出して申し訳ないが、米原のマルイスーパー、これが今撤退

しましたよね、ホープタウン、ホープタウンの中のマルイスーパー、生鮮食料品売場から

総菜売場、あの１階の半分を抱えておったマルイスーパーが先月あたりからかな、撤退し

ていますよね。これに対しては何か対応策を相談されているんですか。 

○国頭分科会長 杉村部長。 

○杉村経済部長 実際、ホープタウンさんのほうからマルイさんが撤退されたという情報

は入ってきております。いろいろとホープタウンさんのほうから抜けられたことについて

経営状況的にちょっと苦しい状況であるというお話も伺っておりますが、具体的にその件

についてどういった支援をするのか云々については、今のところその事業者さんと具体的

な話は協議には入ってないという状況ではございます。 

○国頭分科会長 遠藤委員。 
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○遠藤委員 行政がどこまで関与すべきか、私は現実的なところ分かりませんけども、あ

そこのところで生鮮食料品、総菜関係が全部閉じられたということになると、近辺の市民

の方というのは相当苦労されてると思うんですよね。だからそういうことも考えると、私

はやっぱり行政がどこまで乗り出すのが適正かどうか分かりませんが、まだ対策も十分に

相談に乗ってないし、協議に入ってないということであるならば、私は行政自身がもう少

しリーダーシップを持って周辺の皆さん方、市民の意向もつかんだ上でどうすべきかとい

うことを検討されてみたらどうかと思うんですが、どうなんですか。 

○国頭分科会長 杉村部長。 

○杉村経済部長 これまでもそういった商業施設についてはいろいろ進出されて新規進

出されたところもございますし、実際にやめられたところもあって、流動的にそれぞれの

経営状況に応じて判断をされているというふうに承知しております。全ての米子市内の商

業に、そういったところに行政が関わっていくというのもなかなか難しい面があると思い

ますが、おっしゃいましたように米原辺りでホープタウンを御利用なさっておられる住民

の方ということもございますし、そういった住民の御不便の中で行政がそういった商業活

動にどこまで、場合によっては公金が投入できるのかというのも難しい判断になってくる

んではないかと。あるいは、今後のいろいろそういったものはこれまでもこれからも起き

てくると思いますが、どの範囲を行政がそこを支援していくっていうのは非常に難しい問

題じゃないかなと。あくまでこれは民間の経営活動の中でされていくべきものだろうと、

基本はそういうことだろうと思っております。その中で、行政がどこまで公金あたり、あ

るいは行政施策を投入するのかっていうのは、これはいろんな理由づけとか判断とかって

いうのは、いろんな形でしていくべきだろうと。一概に民間活動に行政が一律的に何か施

策、事業っていうことはなかなか難しいじゃないかなというふうに思っているところでご

ざいます。 

○国頭分科会長 遠藤委員。 

○遠藤委員 何か冷たいような返事だけども、下手すると第２のやよいみたいな形が起こ

るへんかと心配しとるんですよ。だから、行政が金を出すか出さないかじゃなくて、そう

いうそこにおける町の機能をどういうふうに将来に向けて築いていけばいいのかというよ

うなことの観点から行政だって関わっていく視点は、私はあると思いますよ。それが商業

政策の一環だと思います。公金を出すか出さないかという話を私は今してるんじゃないで

すよ。問題はそこでそういう大きな市場が消える、つまり町の機能がなくなる、それによ

って多くの市民の皆さんが生活に苦労されるという状態の中で、どういうふうに機能を回

復させる道があるのか、そのための協議をする場を設けて対応するという中について、決

して私は税金の無駄遣いになるというふうなことにはならないと思ってるんです。ですか

ら、ぜひそういう検討をして、市民の皆さん方にある程度安心感が伝わるような行政のス

タンスをつくってもらいたいと、このことを要望しておきます。 

○国頭分科会長 ほかにありませんか。 

 矢倉委員。 

○矢倉委員 それでは、角盤町の問題について、関連して一つ伺ってみたいと思います。 

 この事業は、私、今まで店を出すとか、物を売るとか、食べる物だけっていうものだっ

たら反対しますけども、今まで違った角度で見た、まさに商売目線でつくった新しいやり
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方だなと思って、一つ注目をしております。これは角盤町商店街のみならず、米子市の一

つ明るい経済のものを持ってくる可能性があるなと思って見てます。 

 そこで、一つ伺いますけども、関連ですけど、以前、私、米子飛行場周辺に１００万人

からの人が出入りするわけですが、あそこがキツネやタヌキが出るような状況になっちゃ

ってると、あそこにこのような物産店、地元の商品を売る、人が集まる、そういうことを

造りなさいって言ってたんですが、前向きな答弁されておりましたけども、その後どうな

ってますかいな、これは、まず伺ってみたい。 

○国頭分科会長 答弁できますか。 

 杉村部長。 

○杉村経済部長 ちょっと私のほうで、そこの飛行場近くの物産店の話があったっていう

のは、申し訳ありませんがちょっと承知しておりませんで、今の御質問にはお答えができ

ませんが、現時点として飛行場に物産店を持ってくるというような、そういった事業、施

策は今検討してないという状況でございます。 

○国頭分科会長 矢倉委員。 

○矢倉委員 今いいけども、本会議で前向きな答弁をされておったわけです。それはおた

くではなかったと思う。だけど、そういうことがあったことは事実。ただ、そういうこと

はいいけども、この事業をなぜ私はいいかというと、例えば昭和５０年代の間は箱物を造

れば経済が底上げできた。しかし、今、経済が大きくなってきた。例えば大手が取れば、

これは都会に金は流れる。物資も都会から入ってくる。下請やっとっても、唇をぬらすか

喉を潤す程度、物を買えば買うだけ、コンビニだろうが大手スーパーだろうが、買えば都

会にお金は吸い上げられるストロー現象、これは、この事業は地場産業を少しでも売って

いこう、雇用もつくっていこう云々っていうことになってくるわけね。そういう面で私は

明るい兆しがあるだろうなと思ってます。これがうまくいけば、もっともっと多店舗化し

て、米子市の活性化の一つに私はつなげていただきたいなと。一つ明るい材料だなと思っ

て、まさに商売目線でこれ考えたなと思って、これは評価はしておきたいというふうに思

います。以上です。 

○国頭分科会長 ほかにありませんか。 

 中田委員。 

○中田委員 一つだけ、すみません、皆さん早く終わりたいかもしれませんけど。米子に

泊まろう！の宿泊キャンペーンに関連してっていう形になると思うんですけど、これ自体

は私は地元の人にできるだけ地元の魅力を再発見して、再認識していただくっていうこと

で、これを促進することはとてもいいことだと思っておりますので、将来に向けて、要す

るに最大の広告マンというか、宣伝マンが地元の人間だっていうこと、大変いいことだと

思うので、これぜひしていただきたいと思うんですね。 

 ただ、これは決算のときに申し上げたと思うんですけど、結局このマイクロツーリズム

っていう発想で、取りあえず地元の人たちを中心に、この近隣の人たちが地域の魅力を感

じるというところでは、当然ブラッシュアップっていう話が決算のときも出したと思うん

ですね。決算だったからあんまりそこら辺はしなかったんですけど、予算で今後の話とい

うことになると、単なる宿泊を応援するっていう段階は、すぐ息切れすると思うんですよ。

それを今後どういうふうに地元のブラッシュアップで商品化していくっていうか、リピー
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ターが継続するようなマイクロツーリズムの磨き上げができるのかっていうところが大事

だと思うんですね。そこら辺についての考え方をちょっと聞いておきたいんですけど。 

○国頭分科会長 石田観光課長。 

○石田観光課長 ただいまの、今のキャンペーンでございますが、やはり地域の方に知っ

ていただくっていうことで、今回のキャンペーン、去年もやっておりましたけれども、そ

ういったところを通じて事業所の方々が地元にもしっかりとニーズがあることを把握して

いただいてるというところから、今までは比較的県外の方、そういった方の顧客としてタ

ーゲットにしておられた部分を、やはりもっと身近な人にしっかりと来ていただけるよう

なことを、今こういったキャンペーンを始めてる中で事業所の方々と話をしているところ

でございますので、やはり今おっしゃられたような地元の方が米子がいいところだとか、

事業者さん、ホテルなり旅館がいいところだということを認識していただいて、また地元

の方が市外の方に宣伝をしていただけるようなことにつなげていけたらなというふうには、

今この事業を行いながら考えているところでございます。以上です。 

○国頭分科会長 中田委員。 

○中田委員 要望になりますけど、今は落ち込んだ部分の救済、どっちかっていうと救済

策なので、さっき言いましたように、救済策でやってるってことは、必ず息切れすると思

う、要するにリピーターがそんなに何遍も何遍も行かないと思うんですね。ですから、そ

こをどう磨き上げて、リピーター化するような魅力づくりにつなげていくかという視点が

ないと、今の救済策だけでは継続性がないと思ってるので、これを機会にこのマイクロツ

ーリズムからアフターコロナの本当は全国から人を呼び込んでくるときの最大の宣伝マン

に地元の人がなれるような、そういった戦略的な視点でぜひブラッシュアップも進めてい

ただきたいということを要望しておきたいと思います。 

○国頭分科会長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と声あり〕 

○国頭分科会長 ないようですので、以上で経済部所管の審査を終わります。 

 予算決算委員会都市経済分科会を暫時休憩いたします。 

午後２時２８分 休憩 

午後２時２９分 再開 

○国頭分科会長 予算決算委員会都市経済分科会を再開いたします。 

 予算決算委員会における予算分科会報告の意見の取りまとめを行います。 

 報告に入れる意見について、委員の皆様の御意見を求めます。御意見ありませんか。 

〔「なし」と声あり〕 

○国頭分科会長 よろしいですか。 

 それでは、特になかった旨、報告させていただきます。 

 以上で予算決算委員会都市経済分科会を閉会いたします。 

午後２時３０分 閉会 
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